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国士館大学に於けるJenzabarlMS利用環境と利用状況
由に閲覧できる。'情報科学センターでは，ホームページ作成に関する内規を設け，申請した学
生のみ，学外・学内いずれか用途別に開設できるようにしている。したがってこのＷＥＢ作成
機能には権限を設け,利用させたいという教員からの要望があった講義を受講している学生の
象，ＷＥＢ作成機能が利用できるよう権限の追加を要求し，改善された。
③講義削除画面のセクション表示
この機能は主に管理者が利用するもので，当初，同じ講義を複数コマ担当している教員の講
義を削除する場合，講義コードでしか削除対象が選択できなかったため，削除該当講義を識別
するのが困難であった。曜日・時間をセクションで管理しているため，セクションも削除講義
選択時に表示されるよう要求し，改善された。
④出席管理アヅプロード・ダウンロードファイルの日付形式
出席管理簿のアップロード用ＣＳＶファイルで，「月」「日」が－桁の場合，日付形式を
｢2004/5/1」とするとアップロードでエラーが生じていた。平成17年春期のバージョンアップ
時に，アップロード用ＣＳＶファイルとダウンロード用ＣＳＶファイルの形式統一とともに，
このことも国士舘大学の要求による改善事項である。
⑤参考書籍の不完全一致検索
参考書籍登録時，ＩＳＢＮや著者名，書籍名は登録する者によって形式が異なり，検索時に該
当書籍をヒットさせることが難しかった。著者名・書籍名の糸，不完全一致検索に対応するよ
う要求し，改善された。ＩＳＢＮの不完全一致検索については検討中となっている。
⑥シラバスレイアウト
平成16年度秋期バージョンアップ時に，シラバスのレイアウトが変更されたが，「見づらく
なった」という声が複数の教員から上がった。平成17年度春期バージョンアップ時に改善さ
れた。
⑦テスト（課題のアップロード/ダウンロード）での提出ファイルの一括ダウンロード
テスト（課題のアップロード・ダウンロード）機能で履修生の提出したファイルは，当初一
つ一つ教員がダウンロードし，採点しなくてはならなかったが，平成17年度春期バージョン
アップにより，一括ダウンロードできるよう要求し，改善された。
③テスト機能の期間設定
テスト機能で，オンラインテストの実施および課題の提出の期限が当初日付でしか設定でき
ず，「講義時間中に講義に出席している」学生のみテストを行いたい場合，教員側で，講義が
終わった直後に成績表をダウンロードしてチェックする等の対応が必要であったが，平成１７
年度春期バージョンアップにより時間の指定ができるよう改善された。
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(2)国士舘大学用に実装された項目
前述の(1)での改善は，他大学との要望と統合され，講義支援システムJenzabarのバージョ
ンアップに盛り込まれた機能である。本学の為に特別に作りこんでもらった項目は次の通りで
ある。
①グローバルメニューの「WebMail」リンク
当初，「E-Mail」として，外部メーラーが立ち上がっていた部分を，情報科学センターが運
営している「WebMail」へのリンクに変更要求し，そのように実装された。
②ActiveDirectory連携（kaedeネットＩＤとの統合）
JnezabarのユーザＩＤ，パスワードは情報科学センターの発行するkaedeネットＩＤとパス
ワードであるが，当初はJenzabarサーバに個別に登録されていた。ActiveDirectoryの認証シ
ステムを利用することにより，一元管理となるよう改善された。
③ＳＳＬ対応
セキュリティ面の強化を図り，ＳＳＬに対応するよう実装された。
(3)現在要求している改善項目
ユーザから今までいただいた要望・指摘事項を整理し，業者（株式会社ニュー・メディア．
エデュケーション・システムズ）に対し，改善項目として現在要求しているものを次の表に示
トヮブペ化や、ブ１ レン唖 止鮓j1M§！!』
似1#蝿
世Ｈｌ谷樋テ
パアブアケントログァヴト
ヘルプ
Ｈ１灘5年＃月ＨＵＢ灘11； キャンノ
硬瀬
図'３Ver4.0時のグローバルメニュ
WebペーラＩ栓索１キャンパス情報 管理者ｌ特別教材
ﾄヶプペーラ カレンダーＩ講義ｌオフィスアワー
図'４Ver4.1でのＷＥＢメールリンクはアイコンに変更された
機能
へヅダー設定
要求事項
管理番号のシステム側での設定
祝祭日・休暇中の場合，カレンダーに講義を表示させない
アンケートもコピー対･象としてほしい
出席状況のデフォルト値を「欠席」にする。もしくは教員がデフォルト値を選択できる
ようにする
カレンダー
アンケート
出席管理
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す。
(4)利用時の質問とその対応
教員が利用する際のよくある質問や要望とその対応を述べる。
①学生からどのように見えているのか知りたい
講義のサイドメニューには「学生用画面」ボタンが用意され，学生側からどのように見えて
いるのか確認ができるが，この機能はあくまでプレビューであり，実際の操作は行えない。学
生がどのような操作をしなければならないか，等の確認を取りたいという要望に対しては，サ
ンプル学生を希望のあった講義に登録し，教員にサンプル学生のＩＤ/パスワードでログインし
てもらい，学生と同じ環境で確認作業ができるよう対応した。
②学生の携帯にメールを送りたい
Jenzabarに登録されているのは，情報科学センターの発行している＠kokushikan,acjpの
メールアドレスである。Jenzabarのシステム上からは携帯にメールをすることはできない。
学生がそれぞれ「マイアカウント」の「プロフィール」で連絡先を追加し，そこにセカンドメー
ルを登録しておくことは可能であるが，受講者名簿からの一斉送信機能にはセカソドメールは
対象外である。
③動画を扱いたい
動画ファイルを配布資料や便利機能を使ってダウンロードさせることは可能であるが，サイ
ズが大きい場合学生が一斉にダウンロードするとネットワークにもサーバにも大きな負荷がか
かってしまう。動画はストリーミングサーバへ置き，関連ファイルであるａｓｘファイルを登録
する方法や，動画とパワーポイントを連動させ，ＷＥＢコンテンツとして作成できるオーサリ
ソグソフトを紹介し，それらで作成した関連付けファイルやリンクをJenzabarに登録する方
法を紹介している。
④出席を自動で登録したい
出席者を自動で取り込むサポートは現在行っていない。他大学ではカードリーダーとJen
zabarとを連携し，自動入力を行なっている例もあるが，国士舘大学では行なっていない。ま
た，端末室利用の場合，ＰＣにログイソした情報，またはJenzabarへログインした情報で自
動的に出席登録されるようにできないかという要望もあったが，学生がKAEDEネヅトＩＤ・
パスワードを代理出席として他人に貸す可能性がある，また，講義を受けていなくても講義時
間中に自宅からログインして出席扱いにできるなど，自動出席には問題点の方が大きい。
⑤学部が出している「お知らせ」が自動で登録されるか
現在，講義支援システムは情報科学センターが運用・管理しており，全学的にシステム化さ
れているわけではない。全学生がユーザではなく，一部の講義で利用されているものである。
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したがって学部からの連絡体系などはシステム化されておらず，Jenzabar上での「講義から
のお知らせ」は教員が登録する作業が必要である。
(5)利用者から要望があった場合の対応
①要望が明らかにバグである場合
利用者からの報告で，修正依頼内容が明らかにシステムの不具合であった場合，管理者が現
象を確認後業者に連絡し，対応していただいている。対応状況および報告は情報科学セソター
ホームページ上の教員専用ページに掲載している。
②複数の利用者から変更要望のあった場合
不具合ではないが，複数の利用者から変更要望のあった項目に関しては，要望をまとめて業
者に連絡している。費用が発生するカスタマイズとなる場合，変更は難しい。
5．Jenzabar機能アップの頻度と程度，及び業者の対応
基本的に年２回，春・秋にバージョンアップが行われる。３月，８月のリリースが望ましい
が実際には講義が始まって１ヶ月以上経ってからのリリースもあった。このような場合，画
面レイアウトやイメージが変わってしまう等，ユーザの混乱を招く可能性が高い。春期リリー
スについては，３月末または４月初旬にリリースできない場合は秋期リリースに変更すること
も必要と思われる。
学期ごとのリリースとは別に，不具合事項やリリース後の再修正などは随時対応している。
業者はリモートコントロール・ソフトウェア，ＰＣAnywhereを利用し，Jenzabarサーバにリ
モートで作業を行っている。
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